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■取巧工事店様へ 

設置工事の前に、この設置工事説明書をよ < お読みの5え、正し <据はけて < だ 
さい。なお、この設置工事説明書は、工事終了後に取扱説明書と一緒に必ずお客 
様にお渡し < ださし、。 

•スI-ーブを設置する揚所には、電気設備に関する技術基準、义ぶず防ま例に定められた設置 
をする必要びあります。各地区の市•巧-が义ぶず防ま例に従ってくださし、。 

•施工上の責任は当巧では負いひねますので、巧一施工上に起因する不具合び生じた揚合は、 
貴店の保証規定じよって修理いただ<よ5お願いいたします。 

•ストーブ本体などじテープで目ちり巧けられているを意チラシなどは読んだを取り除さ、お客 
様にお渡しくださし、。 

•取扱説日月書に従って「特にを意していたださたいこと」「使用方法」「保証」じついてお客 
様に説日月してくださし、。 


安をのために必ずお守りください 

•ここに示したを意事項は、安をに関する重要な巧容を記載していますので、 
必ずおすり < ださい。表示と意巧は次のよ5になっています。 


参ここに示した事項は么警告、么を意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその 
作業後不具合によって使用吾び、死亡、重傷を負ラ可能性、また 
は义ぶの可能性び想定されるの容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその 
作業後不具合じよって使用吾び、傷害を負ラ可能性ゆ物的損傷の 
発生び想定されるの容を示しています。 


•イラスト(まんび)の横じあるマークは次のよラに表しています。 


マ-ク 禁止、 〇 マーク 指示 八 マーク ま意 


A 警告 

据付けやを動は、販売店またはき巧業者が行ってください。 

♦お客様ご自身でお化けをされ、不備びあると义巧、一酸化炭素中毒、ガス漏れ、 
感電の原因じなります。 

〇 


义お予防桑例、電気設備に関する巧術基準、電気工事は指定の工事店に巧 
巧するなど法をの基華を守って巧ってください。 

〇 

設置工事は「ガス機器の設置基準及び実巧指針」及びこの設置工事説明書を 
ち < お読みなり、指定された工事を行ってください。 

•設置工事に不備びあると义災、一酸化炭素中毒、ガス漏れ、感電の原因に 
なのます。 

〇 



安をのために必ずお守りください 


A 警告 

ガス巧続はま巧業者に依巧してください。 

( LP ‘ ISA は巧化ガスホースか、金届管ち続が必要です。） 

♦正しく接続しないと、ガス漏れ、一酸化炭素中毒、义巧の原因じなります。 



設置工事が品は必ず附届部品巧び指定部品を使用してください。 

♦当な指定部品を使用しないと、义巧、一酸化炭素中毒、ガス漏れの原因じなります。 


機器右側面のなおに表示してあるガス(ガスグルース 
及び電源(電店•周液数)を使用してください。 

♦間違っていると修理でさない故障ゆ不完全燃焼及び 
爆舞点义の原因じなります。 

転居された場合もガスの種類、電源の種類が一巧 
していることを必ず確認してください。 

♦間違っていると修理でさない故障ゆ不完を燃焼及び 
爆舞点义の原因じなのます。 


例：機器本体ち側銘板 (13A 用) 


§§ 具名: UFH-0000 
(UFH-OOOOJ— 


か壁用 (FF-W) 

卸巿ガス用 13A)- 

7.30kW 


格 g 圧 

を巧周波数 


: AC100V) 
：50/60Hz) ~ L 


© 


定格消，電力：床暖房•ストーブ同時運転 

00/00W 


製造 

[000000-000000 巧 

[0000.00] - 

_サンポット巧式会社_ 

エネルギー消ち効率： 82.4% 


〇 


〇 

型式の呼び 

電源(電圧） 
ガスの種類 

-電源(周波数） 


製造番号 
製造年月 


設置工事がおわったら、設置工事をの点検チ;!:ックリストにもとづいて必ず再巧認して 
くたさい。 

•設置工事に不備びあると、义巧、一酸化炭素中毒、乃ス漏れ、感電の原因じなります。 



屋内給排気禁止 

•屋のじ排気すると排ガスび室のに巧満して危険です。 
必ず屋外に排気して < ださい。 



巧下給排気禁止 

•床下に排気すると排刀スび室のに漏れて危険です。 
必ず屋外じが気して < ださし、。 


給排気筒をお実にち続 

•給排気筒を確実に接続し、しっかりと固定して<ださい。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中にがガスび室のに 
漏れて危険です。 


給が気筒トツプは巧そ < しない場所に設置 

♦給排気箇トツプの周りび重でみさびれない場所に設置してくだ 
さし、。 

また、板などじよる「雪囲い」は給が気の妨げじなるのでおゆ 
め < ださい。 

運転中に排乃スび室のに漏れて危険です。 



開こん 


据付け 


据付け 


♦別描包-別売品として、次のちのび用意されていますので確 
認して < ださし、。 


給排気筒セット FWT -6 M - CF -02 



① 

室肉側給排気箇 

② 

室肉側パッキン 

.携 

③ 

室外フランジ 

④ 

室外側パッキン 

⑤ 

給排気箇トップ 

◎ 

絶縁スリーブ 

思 

スぺーサ 

③ 

スぺーサパッキン 

◎ 

絶縁ゴ厶 

⑩ 

4X2 曰ねじ3本 


据付け 


据付け場所の選定 


ストーブから周囲の可燃物までの離原距離は図のよう 
になる場所を遇定してください。 

♦燃えやすいちのや障害物びない場巧。 

参水平で安定のよい、しつひりした場所。 

参スI-ーブを背面で固定で含る場所。 

参電源は家庭用10 0V の電源コードを使用して < ださし、。 

(電源コードの有効長さは約2 メートルです。） 

♦スI -- ブ前面がおは、みく射熱び強いので瓢こ弱いものを置 
いたり、敦いたりしないで<ださい。変色や変形したりする 
ことびあります。 

参電気カーぺット，温水マットの上には設置しないで<ださし、。 
機器の重みで、電気カーぺットや温水マットび故障する原因 
じなります。 

参給排気筒び正し < 屋外に取り出せる場所。 

参集合煙突には絶巧に取り巧けないで < ださし、。 

参給排気箇トップは高温じな 
ります。ルさなお子さまび 
触れるよ〇な場所や、通路、 

人通りのはげしい場所には 
出さないで < ださし、。 

参給排気筒トップは出入□じ 
近い揚巧や外気び室のに入 
りやすい揚巧に取りがける 
ことを避けて < ださし、。 

参となりの窓のお<じ給排気 
箇トップを出すことは、と 
なりに迷惑をひけることじ 
なりますのでおやめ<ださ 
し、。 



1 0cm しソ上 


100cm 社 


据付け方法 



伊用電おの庐きぞ 

♦機器の仕様(電圧-周波数-消費電力)を確認して < ださし、。 

•電源コンセントの位置は、排気筒の放熱を受けないところで 
電源プラグび着脱でさ電源コードび高温部に触れないよ5じ 
設置して < ださし、。 

•化か I 巧通 

方ス接続は必ず強化方スホースか金属管を使用して < ださし、。 

♦乃ス接続は1/2インチを使用し、できるだけ短くしてくださ 
し、。ガス配管は機器に触れたり、機器の下を通したりしなし、 
ようじして<ださい。また、配管を踏んだり、ひっかけたり 
しない位置じ設置して < ださし、。 

•ガス接続部に傷びついていたり、異物び付着したまま接続さ 
れますとガス漏れの原因になります。ガス接続部に傷-異物 
びないことを確かめてひら接続してくださし、。 

• ガスをの操作の妨げにならないようじガス管を接続して < だ 
さし、。 

♦タコ足配管 (1 箇所から何本ち配管すること)はしないで < ださ 
い。 

•ガス管は、床又は壁にしっぴりと固定されていることを確認 
してくださし、。 

•金属配管の場合、サービス-点検のために機器び取の外せる 
よラにユニオン継手を使用して < ださい。 


ま温サーミスタの巧付け 


室温サーミスタを壁面に固定してください。 


•室温ヴーミスタをストーブ 
よのはずし、部屋の温度を 
代表でさる壁面にピンなど 
で固定して < ださし、。 
ストーブじ取はけたままで 
すと、正し<室温調節しま 
せん。 

•室温サーミスタのリード線 
の長さは約 4.5rn です。 

その節囲ので取付けて<だ 
さし、。 

参室温サー S スタは直射日化 
やみく射熱びあたるところ 
じは取巧けないで < ださし、。 
正し< 室温調節しません。 




ストーブの固定は給が気筒を固定を行って<ださい。 

1. 壁固定金具を壁に固定して< ださい。 

壁の材質により次のように取付けてください。 


① 木又は厚い合板の壁 

木又は厚い合板の壁に固をする揚合は 
附属のねじ (4X25) を使用して壁に直 
接固定して < ださし、。 

② モルタル、コンクリートの壁 
モルタル、コンクI」ートの壁に固定す 
る揚合は、市販のコンクI」ート用プラ 
グ(ねじ径44用)を壁に巧ち込み、①項 
と同様に固定して < ださし、。 

③ 石賣ボード、薄い合板の壁 

石賣ボード、薄い合板の壁に固定する 
揚合は、巿販の中空壁用プラグ(ねじ径 
(^4 用)を壁に巧ち込み、①項と同様に 
固定して < ださし、。 

@±壁、しっくい壁 

±壁、しっくい壁に固定する場合は、 
壁にそえ木をしてから、①項と同様に 
固定して < ださい。 


壁固定金具 



ず 一げ 

4X25 ねじ 


2 


からストーブを壁におしつけ、壁 
固定金具と壁固定おを附属のわじ 
(4 X 10) で固定し、調節ねじを 
締付けてください。 




\壁固定板 
調節ねじ 4 X10 ねに 


参ストーブは附届の壁固定金具で固定して< ださい。 
壁で固定できない場所でのほ用はおやめ<ださい。 


給排気筒のお付け 


排気管巧け巧知の作動確認 

この作動確認作業終了を「標準給が気筒の設置工事方 
法」に従って、給排気筒の巧付けを行ってください。 


排気管巧け巧知装置を作動させる。 

① 電源プラグをコンセントに差込んでく 
ださし、。 

② 運転スイッチを巧してくださし、。 

③ [運転]ランプびホ色に点巧してから約曰 
秒後に排気管巧けを検知して運転を停 
止すれば正常です。 

このとさ、操作部の表示部に排気管巧 
け検知のエラーコード [E-90] を表示し 
て、[運転]ランプび赤色に点滅すること 
を確認して < ださし、。 





|e-90 


運なスイッチ 

ロム 



運転ランプ 
表示が 



50 


•排気管巧け検知装置び作動しない場合は、給排気箇(又は排気 
管)あるいは排気管巧け検知リード線と磯器び電気的に導通し 
ていることびきえられます。施工をやり直してくださし、。 


lOcmW 上 



10 cm 
な上- 



A 注意 


次の場所には据え付けない。 

义おや予おしない事故の原因になります。 

■水平でない揚巧、不安定な揚巧 

■不を定なちのを乗せた棚などの下 

■可燃性ガスの発生する揚巧又はたまる揚巧 

■イ寸おじ燃えゆすいちのびある揚所 

■階段、避難□などのはおで避難の支障となる揚巧 

■温室、飼育室など人のいない揚巧 


0 


可燃物との距離を離す。 


〇 


■ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離は 
図【ストーブ設置寸法】のようにしてください。 

♦可燃物との距離は下図に示すす法しソ上離して設置して < ださし、。 
また、スIブは必ず壁面より 5cmL ソ上は手前に出してくだ 
さし、。 

♦防义上、必要な可燃物との離隔距離は 

上方： 4.5cmL ソ上側方： 4.日 cmU « (上前方： 60 cmL ソ上 
となっておりますび、保守管理及び性能上、下図の離隔距離を 
確保して < ださし、。 

上方：1 0cmL ソ上側方 M OcmL ソ上前方 M 00 cmL ソ上 


〔スI-ーブ設置なま】 


ScmULh 




壁固ちを具 


///////////////////////ん ///////////// 

■給排気筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離は 
図【給排気筒トップ設置寸法】のようにしてください。 

♦給が気筒トップは上方及び両側に気流を阻止する障害びなし、 
こと。 

参雪の多い地方では最高積雪面ぶの 50cmL ソ上離れる場所に、 
給が気筒を取付けて < ださし、。 

♦図では可燃物までの離隔距離を示していますび、性能維持の 
ため、不燃物などの場合ちち上國離隔距離として<ださし、。 
橡1部は除 <) 

ミ主橡1) 

60cmL ソ上のな法は、不燃巧を使用する場合 30cm しソ上とする。 

ミ主讼.2) 

防义上、必要な可燃物との離隔距離は 15cmL ソ上ですび、燃焼排 
ガスの滞留をさけるため、 45cmL ソ上離すことを推奨します。 


A ま意 


[給排気筒トップ設置す法】 

\\\\\可燃巧\ 


60cml；Ui(《1) 



\\\\\\ すがみ\\\\ 




i a 


(X2) 
15 cmlU 上 


(※ミ） 
15 cmW 上 


漂 

夕 


巧挽!巧•地面•スラブ面など 
最大活雪面より日 OcmU 上 


可が! tr^ 


給排気筒の点巧 

♦取はけび終わりましたら、ちう一度点検してくだ 
さし、。 

次のような取はけは、危険であったの、異常燃焼を 
おこすおそれびあるので、必ず修正してくださし、。 


〇 


可燃巧お接禁止 



下り巧配のこと 


3。 


.極 


が 


〇 


置， 


ま続がのゆるみ 



ち続のゆるみ 


0 


給が気筒トップ付おの 
を巧物おを禁止 


を冒 

/////// 厂/// 



0 


給が気筒トツプと開□部との距離は離す 

15 cmlU 上 


お 



60 cm 
Ui 上 




側面 


平面 


〇 


4 m 3 曲がり下のこと 


〇 


延長 4 mUrF 、 
曲り3茵所 LU 下 



約3°の 
下向き傾斜 


30 cm 


A 注意 


配管ち続するときには下記点にま意してください。 

•配管接続の時には、ガス接続□じ力びひひらないよ 
うじ機器側じ受け工具を使用して行つてくださし、。 
無理な力びひひりますと、ガス接続□ゆ、機器の部 
のガス通路部品び割れる場合びあります。 


〇 


ガス接镜口 


〇 


巧化ガスホース 


まけ工具（スパナ） 


♦使用するスノ《ブやノ くイプレンチは呼びな300 mm じ ( 
下をご使用 < ださし、。 

♦配管作業終了後、ガス漏れの無いことを確かめて< 
ださし、。 


開こん 


>ダンボール箱ひらストーブを取り出し、パッキンが、テープ 
などを取り除いて < ださし、。 


附届品のお認 


•附属品として次のちのび用意されていますので確認してくだ 
さし、。 


壁固定金具 


晉音 


4X10 4X25 
に個）に個）に個） 


ツインチューブ 



2.5m (1 本） 


斬熱カバー 


(1 個） 


ワイヤ-パンド 



(1 個) 


フンタツチクランプ 




に個) 


保証書 


嗎正書 


(1 刪 


巧巧房工事説明書 



(1 部) 


ストッパーリング 



(1 個） 


ワンタツチカプラ 



に個) 


取扱説明書 



(1 刪 


設置工事説明書 



本紙 (1 自の 


給排気筒のお付け 


給が気筒の標準設置工事方法 


■給排気筒及び工事部品は、給排気筒の呼び径 D 4 0のものを使 
用して< ださい。指定なかのものは使用しないで< ださい。 
■使用可能な壁厚は140〜27 0 mm までです。 

■ 2 7 OmmUU : の場合は別売部品の巧型給排気筒アダプタ （F 
WT -6 C ) をほ用してください。 

■給排気筒の端面(パイプのホ端など）でケガをしないように、手 
袋をはめて行ってください。 


1. 設置場所を巧めてください。 

2. 給が気筒の巧あけ位置を決めて 
ください。 

参給排気筒標準設置取はけ型紙を壁に押 
し当てて、給排気筒巧位置を;夫めて< 
ださい。 

参壁固定金具取はけ位置のねじ巧じち印 
をつけて < ださい。 

(巧位置びままりましたら型紙をはびし 
て < ださし、。） 

3. 壁に給排気筒の巧をあける。 

♦直空 80~85 mm の巧をま巧巧か6ま 

かに向けて、下向まにが 3" のながであ 
けて < ださい。 

参あけるとさ、壁巧の鉄筋、電気-電話 
配線、ガス•水道配管に十分を意して 
<ださい。 

参巧は直径 85mm より乂さ < ならないよ 
5にして < ださし、。 



室肉側 




参巧は必ず約3°の傾斜で下向きにあけてください。 
雨水がストーブ内に入って異常お焼したり、室内や 
壁内に浸入することがあります。 


4. 給排気筒を分離させる。 

♦別売の給排気筒を回して室の-室外側 
じ分離してください。 

5. お緑スリーブを巧付けてくださ 
い。 

参絶縁スリーブを丸めて壁巧に差込み、 
壁の厚さをはかってから抜さ出して切 
り、再び壁巧に差込んでください。 

6. ま内側給が気筒を巧付けてくだ 
さい。 

参室の側給排気筒と室の側ノ ッキンを室 
巧側給排気筒の「上」の文字び上じな 
るようじ室の側壁にねじ 4X25(3 本)で 
固定して < ださい。 


壁の厚さ 



ねじ 
(4X2 己) 


室の側給排気箇 



室肉側パッキン 


給排気筒のお付け 


7 . おおについているが気管巧け巧 

知リード線を接続する。 

♦ストーブ背面に固定してある俳気管巧 
け検知リード線をスI-ーブより外し， 
のばして < ださし、。 

♦排気管抜け検知リード線の免端の端子 
を、給俳気箇のねじで固定して<ださ 
い。 

♦を分なリード線をビニ帯でたばねて< 
ださし、。 



排気管巧け検知I」ード線 



♦排気管の接続ががかれていたり、排気管巧け巧知リ 
-ド探が正し<接おされていないと、 [ E -90] を 
表示し点义できません。お実に接続してください。 
•リード錫は給排気筒の高温部に触れないようにして 
ください。 


8. 給排気筒トツプをお付けてくだ 
さい。 

♦給俳気箇トップに室外フラン义室外 
偵 U パッキンを通し、室外側より壁巧に 
差込み、室の側給排気箇じ半分ほど巧 
し込んでくださし、。 


室外側パッキン 




参雨水が激し < かかるところや濃雰が 
発生する化域では、雨水の壁内浸入 
を防ぐため、わじ込みがにコーキン 
グ巧などを塗巧してください。 



9.給排気筒トツプを固定してくだ 
さい。 

♦室外フランジのダボ(円形の凸)び下にな 
るよ5じ、室外フランジを壁面に押え 
巧けなびら、給排気筒トップをさらに胃タトフミンシ 
ねじ込んでしつひりと固定して<ださ 


室外フランジ 


タポ 





給排気箇トップ 


•お排気筒の巧付け完了時にお排気筒 
が3°下向きになるよラに、ま内¬ 
室かフランジの巧付け位置には十分 
を意してください。 

雨水がストーブ内に入り異常お镜し 
たり、き内や壁内に浸入することが 
あります。 


〇 


导 





0 



給排気筒のお付け 


■壁厚が140〜16 0 mm の場合 

♦附属のスペーサ.スペーサパツキンを 
室外側給排気筒に通して < ださし、。 

■給排気筒内の結露水で壁が巧れるおそ 
れがある場合 

•スペーサ-スペーサパツキンを使用し 
給排気筒トツプを壁ひら離して< ださ 
し、。（壁の厚さは14〜 25cm まで） 

10.まかフランジがにコーキング 
剤を塗ってください。 




♦完をにコーキングしないと雨水がま 
内や壁内に浸入することがあります。 



コーキング剤 


スト义ノ \°- 



1 . ストーブより排気管エルボを 
かしてください。 

>ストッパーを固をしている2本のねじを 
ゆるめて、ストッパーをずらして排気 
管エルボを外して < ださし、。 

2. 排気管ェルボに附届の断熱力 
バーをかぶせてください。 


13.排気管エルボを給排気筒に巧 

付けてください。 

参給排気筒の排気□に排気管エルボを差乂トッハーI」ンソ, 
込んで < ださし、。 

参差込み部のI」ブをはさんで附属のスト 
ッパーI」ングをひけてくださし、。 

参排気管巧け検知装置の作動を確認して 
くださし、。 


14. ストーブと排気管エルボを巧 
続してください。 

•スI-ーブを動ひし、スI-ーブの排気 □ 
に排気管エルボを1段目び完全にスI-一 
ブ巧に入るまで差込んでくださし、。 

参ストッパーを排気管エルボに巧し当て 
ねじ2本を締はけて < ださし、。 

15. 給気ホースを給排気筒に固 
定してください。 

•給気ホースに附属のワイやーバンドを 
通してひら、給気ホースを給排気筒の 
給気□に差込み、ワイヤーバンドで締 
めて固定して < ださし、。 


断熱 カバー 



ストッパー固を位置 


ワイヤーバンド 



安をのために必ずお守りください まをのために必ずお守りください 


安をのために必ずお守りくださ U 



裏面につづく 
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給排気筒標準設置取り付け型紙 


ホ80〜85 


標準設置 





排気口 

位置 



I 



牛 側 
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ヤ 



CO 
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この線に巧を合せてください 


〇 


J 


チエツクリスト 


♦チェック欄の中にレ印をつけてくださし、。 


参照項目 

点検項目 

点検の容 

チェック 

安 

全お 
のす 
たの 
め< 
にだ 
必さ 
ずし、 

ガス種 

機器び使用するガス種と適合し 
ていますか 


電源 

電源電圧 ( AC 100 V )、 周肢数 
尼 0/60 HZ ) に適合していますか 


可燃物との 
離隔距離 

可燃物との離隔距離-义巧ず防 
上の搭置はとられていますか 


設置条件 

障害物等との離隔距離は十分で 
すか 


据 

巧 

け 

精巧け揚所 

的確な揚所に据はけていますか 


点検-修理に必要な空間はあり 
ますか 


電気接続 

電源プラグは脱着で含ますか 


排気管の放熱を受けないよラに 
なっていますか 


ガス接続 

正し< 接続されていますか 


室温 

サーミスタ 

適切に取けけられていますか 


機器の固定 

壁固定金具の取はけはお実にし 
てありますか 


給 

排 

気 
/\/\ 

同 

の 

取 

イ寸 

け 

給排気筒 

絶縁スリーブは取けけられてし、 
ますか 


3°下り勾配になっていますか 


給排気筒はしっかの固定されて 
いますか 


給排気筒周りにコーキングはさ 
れていますか 


障害物との離隔距離は十分です 
か 


給排気筒と排気管エルボは確実 
接続び行われていますか 


排気管抜け 
検知装置 

正し<作動しますか 


給-排気管 

延長の長さ-巧のの数はすられ 
ていますか 


配管途中にドレンびたまるよう 
な下の勾配(凹部)はあのませんか 


床下、天な裏など目のとどかな 
い所に配管していませんか 


床 

暖 

房 

の 

敦 

設 

床暖房 

パネル 

階上階に設置されていませんか 


仕様-能力範囲ので設置されて 
いますか 


循環水 

不凍液は選定された割合で必要 
量入れていますか 


給水 

空気抜含は確実に行われていま 
すか 


空気巧言後、水位は「上限」ま 
であのますか 


ス I ー ブ本体ゆ接続部などに値 
環水の液漏れはありませんか 
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給排気筒のお付け 


壁固定金具による本体の固定 


給排気筒の巧付けがおわりましたら、ストーブを附届の固定 
金具で固定してください。 

♦壁の素巧により固定金具の固定する方法び異なりますので、 

を参照して適切な方法で固定してくださし、。 


ストーフの固定 


給排気筒の延長設置工事方法 


♦標準給排気 L ソ外にち排気管ゆ給気管を延長して取けけること 
びできます。給排気筒の呼び径 D 40 タイプの別売延長部巧を 
使用して延長工事を行つて < ださい。 

•高さ方向への延長は1 .7 m までです。 

•ストーブについている排気管抜け検知リード線は約 2 m まで、 
延長で言ま3。 

それ L ソ上の揚合は別売の抜け検知リード線 ( FR -1) で延長して 
くださし、。 

[延長設置例] 

♦給気部を給気ホースで延長する場合 

を長 4 m まで ド音！ 

約 3° の下り勾配 



♦給気部をステンレス配管で延長する場合 
ま:長 4 m まで 



圈 

約 3° の下り勾配 



♦延長配管の長さは4 m な下、曲りは3箇所な下になるように 
配管して<ださい。それな上延長しますと異常燃焼するなど 
機器の巧障の原因となります。 

♦高さ方向の延長は 1.7 m までです。必ずお守り<ださい。 
♦排気管の途中に水滴（ドレン）がたまるよラな下り勾配をつけ 
ますと排気ガス中のドレンが排気管内にたまり、不完を燃焼 
の原因になります。 

1.7 m な上の延長配管部は、お排気筒側ヘドレンが流れる 
ように巧引がには3° m 上の下向き傾斜をつけて<ださい。 
参巧下、天井妄などの目がとどかないところへの配管はしない 
で < ださい。 

♦お気管と排気管は同じ長さで配管して<ださい。 


[誤った設置例] 



床下 


0 


難 




0 


0 


巧暖房の敷設 


♦本機器は床暖房機能びありますので、別売品の床暖房パネル 
を取り付けて < ださし、。 

♦詳しくは床暖房工事説明書にしたびってくださし、。 


設置工事後の点検 


チ エツ クリスト 


•設置び終了したら、本紙面の中央部にあるチエックリストで 
設置び正しく行われているか確認を必ず行ってくださし、。 


試運転 


♦試運転は使用者とご一緒に行つてくださし、。 

♦詳しくは取あ説明書の[試運転]の項を参照してくださし、。 

♦取お説明書によつて機器の取あいを説明してください。 
♦保証書に必要事項を記入の上、保管のお願いをしてくださし、 
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壁固定金具用巧位置 
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